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１．学校関係者評価委員会の目的 

日本ウェルネスＡＩ・ＩＴ・保育専門学校が、関係者の理解と協力を得ながら学校運

営を進めていくために、学校の基礎的情報の把握・分析を行ない、学校関係者(関係業

界、所轄庁、学生、保護者、地域社会等)との信頼関係を強めることを目的に設置する 

（日本ウェルネスＡＩ・ＩＴ・保育専門学校 学校関係者評価委員会 規則  

第１条より抜粋） 

 

２．学校関係者評価委員会の所管事項 

委員会は、次の各号に掲げる事項を審議する。 

（1）学校の教育目標・人材育成の目標及び教育指導計画、経営方針 

（2）教職員の組織、教員の専門性 

（3）学生支援・キャリア教育の実践的職業教育 

（4）財務情報の公開・法令等の遵守 

（5）その他、自己評価・学校関係者評価を踏まえた改善方策 

（日本ウェルネスＡＩ・ＩＴ・保育専門学校 学校関係者評価委員会 規則  

第２条より） 

 

３．令和 7年度 学校関係者評価委員会 開催概要 

（1）日 時    令和 7年 5月 29日 16時 00分～17時 00分（対面・オンライン）     
（2）場 所          東京都千代田区神田神保町１－５２－４ 

 日本ウェルネスＡＩ・ＩＴ・保育専門学校 会議室     
（3）出席者  委 員 長  相澤 隆二  

 委  員 平野 節子  
 委  員 中尾 康之  
 委  員  柴岡 信一郎  
 職  員  平山 実  

                  職  員 増澤 將江  

（4）議 題  １ 令和 7年度自己評価報告書の概要について 

２  将来教育の IT化について 

 

４． 議 題 

(1)  令和 7年度自己評価報告書に対する、委員からの評価及び意見、その改善方策 

ア．教育理念・目標 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

教育理念、目的である「主体的に学ぶ姿勢

を持ち、豊かな人間性と実践力を備え、社

会で活躍できる人材の育成」を目指し、保

育学科・ビジネス学科・ＡＩ・コミュニケ

ーション学科それぞれの特色を生かした

座学だけの授業ではなく、グループワー

クや実践的な演習を積極的に取り入れ、

主体的に学ぶ姿勢を育成している。保育

学科では保育実習や保育者としての資質

向上、ビジネス学科では実務教育や資格
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教育が行われているか。 取得支援、ＡＩ・コミュニケーション学科

では ICT・生成 AI・コミュニケーション

能力の育成を通して社会で求められる実

践力を養成している。また、教職員が学生

一人ひとりと日常的に関わり、必要に応

じて適切な助言・指導が行えるよう、情報

共有と支援体制の充実に努めている。 

 

イ．学校運営 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

学園の事業計画に基づき適切に学校運営

されているので問題はない。 

先を見越した考えで、学園全体で取り組

んでいる。情報をシステム化し、教職員間

で共有しやすい環境をさらに整備してい

く。 

 

ウ．教育活動 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

各学科における教育内容や資格取得支援

は、教育目標に沿って体系的に実施され

ているか。 

教育目標の達成に向け、授業計画に基づ

いた教育活動を適切に実施している。保

育学科では保育実習や保育士資格・幼稚

園教諭免許取得に向けた支援、ビジネス

学科ではビジネス実務教育や各種資格取

得支援、ＡＩ・コミュニケーション学科で

は ICT・生成 AI・プログラミング・コミュ

ニケーション能力の育成を実施してい

る。また、必要に応じて授業外での補講や

資格対策講座、個別指導を行い、学生一人

ひとりの学習状況に応じた支援を充実さ

せている。今後もＩＣＴの活用や補習体

制の充実を図り、より効果的な教育活動

を推進していく。 

 

エ．学修成果 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

退学者については、減少傾向にある。 

学修成果については概ね良好であるが、

学生ごとの学習進度や達成状況に差が見

学習成果の可視化や定期的な進捗確認を

行い、学生の状況に応じた支援を継続す

ることが重要である。 
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られる。進度が遅れている学生へのフォ

ローはどのようにしていくか。 

 

また、学修成果に関するデータの分析を

進め、その結果を教育活動の改善へ反映

する仕組みを強化することが望まれる。 

 

 

オ．学生支援 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

心理的な不安やストレスを抱える学生が

増加する傾向にある。どのような対策を

行うのか。 

担任による個別面談を適宜実施してい

る。毎週の定例ミーティングと随時ミー

ティングで在校生について、共有し、サポ

ート体制がとれるようにしている。 

 

カ．教育環境 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

施設・設備は整っており、問題ない。 

Web授業の活用を高めるために、ネット環

境を整えていく必要がある。 

令和 6年度後期から 1階、9階フロアを除

き、校内 Wi-Fiが使える環境も整った。 

 

キ．学生の受入れ募集 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

学生募集のマンパワーはどのくらいある

か。 

募集専任職員は、1名であるが、全職員

が募集活動に携わり、創意工夫と効率化

により、実効性のある募集を行う。資料

請求者へのアプローチは、早急に動く必

要がある。 

 

ク．財務 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

健全な運営がなされていて、問題ない。 問題なし。 

 

ケ．法令等の遵守 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

自己評価のとおり、適切に遵守されてい

て問題ない。 

問題なし。 
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コ．社会貢献・地域貢献 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

地域ボランティア活動への学生参加者数

が少ない状況が見られる。ボランティア

活動の意義や学習効果について、学生へ

の周知・啓発が十分に浸透していない可

能性がある 

地域ボランティア活動への参加促進を図

るため、活動内容や参加によって得られ

る学び・経験について、学生への周知を強

化する。また、活動事例の紹介や参加しや

すい募集方法の工夫を行い、ボランティ

ア活動に対する意識向上と参加者数の増

加につなげていく。 

 

(2)  将来教育のＩＴ化について 

委員からの評価及び意見 委員からの意見に対する改善方策 

AI・ICT技術の進展に伴い、保育・ビジネ

ス・情報分野のいずれにおいてもデジタ

ル技術を活用できる人材の育成が求めら

れている。各学科の特色を生かした ICT教

育や生成 AIの活用をさらに推進し、実践

的なデジタルスキルを身に付けられる教

育環境の充実が望まれる。 

ICT や生成 AI を活用した教育活動を推進

するとともに、保育学科・ビジネス学科・

ＡＩ・コミュニケーション学科それぞれ

の専門性に応じたデジタルスキルの習得

を支援する。授業や実習、課題研究等に

おける ICT 活用の機会を拡充し、社会で

求められる情報活用能力や課題解決能力

の育成を図る。また、教職員の ICT 活用

能力向上にも取り組み、教育の質のさら

なる向上を目指す。 

 


